
 

「つなげよう、支えよう森里川海」プロジェクト活動報告令和 7 年 3月 8 日～令和 7年 11 月 7日 

活動名 天霧山・二反地川・瀬戸内海・弘田川・さぬき富士・五岳山ビューポイント創出活動 

活動 

団体名 

舟岡山未来プロジェクト活動組織(環境保全隊、子育て隊、舟岡山・弘田川ラグーン研究会) 
共創 ボート隊・釣り隊・青年隊・海外隊、新隊 (草の根活動―地域資産の発掘へ。) 

活動目的 

 
・55 年前の舟岡山頂上(香川県 仲多度郡 多度津町 山階)からの 360 度パノラマを取り戻すこと。 
・生物多様性に果たす里山の二次的な自然環境の役割を考え、里山の手入れを継承するシステムを考

え、里地の方々のシンボル舟岡山の復元、こどもたちの森林体験の場(学びの場)の創出。(内容充実) 

活動内容 ・舟岡山の地主個人の下草刈&活動組織+応援者による集団活動は月 1～2 回の割で追加地の立ち枯れ

竹材を撤去しています。温暖化のためか、葛の成長・雑草の成長がすさまじく、下草刈りを月 2 回と

して手作り作業道を保全するとともに作業車が頂上に登坂できる道の窪地の処理中です。自然発生し

たカブト虫・玉虫を採り、お子様へ無料プレゼントする仲間が現れました。香川県みどりの学校委託

事業自然体験活動への参加者が大幅に増えるとともに、中学生・高校生・海外技能実習生の主催側の

応援体制が構築でき、生活域での異世代・多文化共生の交流を生み出しました。(四国新聞掲載広報) 
・郷土史研究会=舟岡山・弘田川ラグーン研究会の礎となる鎌倉期古塔石の保全のため、香川県立多

度津高等学校建築科とともに、この地の森里川海のつながり・ラグーン(浅瀬)地を古代の歴史と関連

付け、ロマンある屋根プロジェクト・悠久(県産材ひのき使用)が誕生しました。(舟岡山だけでなく

朽ちて行く田舎の郷土史保全・景観保全の多様な必要性を兼ねて屋根名称を悠久と命名しています。) 

・遊休田に緑肥・景観保全を兼ね、ひまわり元気作戦として、新活動隊により、ひまわりを育てまし

た。近郊の介護施設の方々・田の契りベンチに座られる高齢者の方々から「黄色から元気をいただい

ています。」との言を受けています。静かに鑑賞される姿に、関係者一同、苦労しましたが「やって

良かった。」と感じています。こぼれ種から、11月ですが、二度目のヒマワリが開花しはじめました。 

活動写真 

 
 
 
 
 
 

  
写真説明 悠久 わたしたちの森里川海への挑戦 ヒマワリ元気作戦初、二度咲の幸 

活動効果 

 
・活動地外の住まい地のグループの方々の積極的な課題対応のチャレンジ活動が生まれています。 
・生活域での技能実習生の活躍を認める方が増え始めました。 
・農山村のポテンシャルの維持の活動者は高齢化していますが、互いにやれるところまでやろうとい

う声掛けが生まれるとともに、多様な主体の連携活動が生まれそうな予感がします。 

今後の 

展望 

 

①悠久まわりの整備と記念植樹の落成式(新春予定)を通じて、関係人口者のつながりを強化します。 
②田舎フィールド山・川・田・古民家を利用しての簡易なキャンプ活動の要望に場所を提供します。 

③舟岡山の腐葉土を利用しつつ、自然農・ひまわり畑耕作地の新たな利活用策(継続性)を検討します。 

④(一社)香川県空き家対策連合会による課題解決アプローチによる地域環境課題解決合同定例会を

地元域で開催し、多様な企業の協力を得たいと思います。(支部を古民家棟未来邸に置きます。) 

⑤スタート 10 年、舟岡山未来プロジェクト組織化 5年の節目、生活域のエンゲージメントを模索します。 


